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manipulation tasks），創造的で知的な仕事（Creative intelligence tasks），社会的知性
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（Diversity Index）とも呼ばれる指標のひとつで，社会から 2 人の個人をランダムに選
んできたとき， 2 人が異なる集団に所属している確率として解釈される。この値は，す
べての個人が同じ集団に所属しているときに 0 となり，すべての集団に均等に所属して





































ル・ベクトルを std_pi と表記し，個人ｉと個人ｊのプロフィール・ベクトルの相関 rij
を rij＝std_pi ・std_pj’ とする。この rij が 2 者の類似性をあらわす
（ 4 ）。 2 者が完全に類
似ならば rij は+ 1 ，完全に非類似ならば rij は－ 1 になる。この上で，社会構成員ペア
全体のプロフィール・ベクトルの相関がプラスに傾いていれば社会は同質的，マイナス
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に傾いていれば異質的であるとして，その度合いｓをすべてのプロフィール・ベクトル
の相関の平均で定義する。
－ 1 ≦ rij ≦+ 1 なので，－ 1 ≦ｓ≦+ 1 となる。ここで類似性の平均ｓを社会の内的
同質性と呼ぶことにする。社会の内的同質性＝ 0 は，同質なところと異質なところがバ
ランスする状態にあることを意味している。これはペア単位でプロフィール・ベクトル
の相関がすべて 0 の場合（ 5 ）もあれば，半数の個人ペアの相関が+ 1 ，残りの半数の個
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さらに集団Aと集団Bの平均距離DABを下式で定義する。
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1 ）社会の内的同質性が 0に近いとき
















































































































































































必要があるが，論理的に考えるとこれはN= 2 の場合に限られる。さらに， 2 人の個人が
まったく同じ状態を占めることができない（できるとしたら 2 人を区別することができな






（ 7 ）　原文は以下の通り。共通意識（conscience commune）と集合意識（conscience collective）
は，短い間隔のなかで使い分けられている。
　　 1 .  Le rapport entre le volume de la conscience commune et celui de la conscience 
individuelle. Ils ont d’ autant plus d’ énergie que la première recouvre plus 
complètement la seconde.
　　 2 .  L’ intensité moyenne des états de la conscience collective. Le rapport des volumes 
supposé égal, elle a d’ autant plus d' action sur l’ individu qu’ elle a plus de vitalité. Si, 
au contraire, elle n’ est faite que d' impulsions faibles, elle ne l’ entraîne que faiblement 
dans le sens collectif. Il aura donc d’ autant plus de facilité pour suivre son sens 
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propre, et la solidarité sera moins forte.
　　 3 .  La détermination plus ou moins grande de ces mêmes états. En effet, plus les 
croyances et les pratiques sont définies, moins elles laissent de place aux divergences 
individuelles.
http://www.csun.edu/~egodard/asatheory/links-classical.html
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